
No.207
2019.10.20

陰 東京

ちひろ美術館・東京
美術館だより　　　

No.190
2015.7.21

ＩＳＳＮ １８８４−７７２２



２

●展示室 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４

彼女の残した資料やエッセイを読んでみると、ちひろさんの
生き方は、私が抱いていた彼女の絵に対するイメージとは違っ
ていました。今ほど女性が自由ではなかった時代に、手に職を
持って真剣に生きたひとりの女。それは“かわいい”というよ
りも“かっこいい”と呼ぶにふさわしく、そんな彼女の生き様
に対して、私の内側が共鳴するのを感じました。また偶然に
も、ちひろさんと私の母は 2歳しか年が違わないということも
発見でした。大正生まれの母は、家族の反対を押し切って18歳
で車の免許を取り、女だてらに運転手になった、やはり働く女
性です。後に 7つ年下の父と結婚し、私が生まれたわけです
が、ちひろさんも善明さんより 7つ半年上で。それらの重なり
にも親近感を覚えました。「そうか、ちひろさんと母は同じ時
代の空気を吸って生きたんだ」そう思ってから、私のなかの彼
女の存在がよりいきいきとしました。� 石内都　2017年
� 「いわさきちひろ生誕100年　ライフ」より抜粋

●２０１９年１１月１日（金）～２０２０年１月３１日（金）

石内 都 展
都とちひろ  ふたりの女の物語
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図 １ 　石内都《１９７４. chihiro # １ 》２０１９年  Ⓒ Ishiuchi Miyako

藤倉 都（１９１６～２０００）＊写真家・石内都の母

191６年、群馬県阿左美（現・みどり市）の農家の ５ 女
として生まれる（旧姓名・石内都）。19３4年、1８歳で
自動車免許を取得。タクシー、バス、トラック、ジー
プなどあらゆる車を運転する。1947年に藤倉清と結
婚、同年に長女を、1949年に長男を出産。197５年、写
真を始めた長女が、旧姓名の「石内都」を作家名とし
て名乗る。２０００年、肝臓ガンのため死去。享年８4。

いわさき ちひろ（１９１８～１９７４）

191８年、福井県武生（現・越前市）に生まれ、東京で
育つ（旧姓名・岩崎知弘）。 ３ 人姉妹の長女。19３６年
東京府立第六高等女学校卒業。絵は岡田三郎助、中谷
泰、丸木俊に師事。19５０年に松本善明と結婚、同年、
紙芝居「お母さんの話」を出版、文部大臣賞受賞。翌
年、長男を出産。絵本などの子どもの本を中心に、新
聞、雑誌、カレンダーなどさまざまな印刷メディアに
絵を描いた。1974年、肝臓ガンのため死去。享年５５。

２０1８年のいわさきちひろ生誕1００年プロジェクト「Life 展」
では、ちひろが描いた『わたしがちいさかったときに』と、写
真家・石内都が広島で被爆した人たちの遺品を撮影したシリー
ズ〈ひろしま〉によるコラボレートが、安曇野ちひろ美術館で
行われました。当初、石内はちひろについて「やさしい色彩で
かわいらしい絵を描く絵本作家」という印象しかもたなかった
といいますが、ちひろの生き方を知るにつれて、 ２ 歳年上の自
分の母親・藤倉都との重なりを発見していきました。

本展では、今年石内が新たにいわさきちひろの遺品を撮り下
ろした新シリーズ〈1974. chihiro〉２9点を初公開するととも
に、自身の母親の身体や遺品を撮影したシリーズ〈Motherʼs〉
（２０００年～２００５年）２7点も展示します。藤倉都といわさきちひ
ろの生前の写真や資料も展示し、石内の視点を通して、同じ時
代の空気を吸って生きたふたりの女の物語が語られます。

〈Motherʼs〉
石内は、写真を始めた２８歳のときか

ら、母・藤倉都の旧姓名である「石内
都」を作家名として名乗ってきました。
２０００年に母を亡くした石内は、遺された
もののなかから、シミーズやガードルな
どの肌身に近い品々を撮り始めます。そ
れは生前うまくいかなかった母との関係
を結び直していく作業でもありました。
これらの遺品の写真に、亡くなる直前の
母の身体を撮影した写真を加えたシリー
ズ〈Motherʼs〉は、２００５年にヴェネツィ
ア・ビエンナーレで展示され、世界的な
注目を集めました。

以 来、 遺 品 の 撮 影 は〈 ひ ろ し ま 〉
（２００7年～）、〈Frida〉（２０1２年）へとつ
ながりました。石内の写真は、既存の
「母」「被爆地・広島」「メキシコの女流
画家フリーダ・カーロ」のイメージを解
放し、新しい見方を見るものに示してき
ました。
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●展示室 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４

に手づくりしたワン
ピース、銀座の洋装
店ルネで仕立てたオ
ーダーメードのスー
ツ、新宿の伊勢丹や
小田急百貨店で買っ
たくつや帽子、これ
まで人前に出したこ
とのない毛玉のセー
ター、入院中のネグ
リジェ、ストッキン
グ、壊れたアクセサ
リーまで、用意した
ほぼすべての品々が
撮影されました。新

作〈1974. chihiro〉のシリーズには、ち
ひろが生きた時の断片を伝えるものたち
が映し出されています。
都とちひろ　ふたりの女の物語

母・藤倉都をひとりの女として見つめ
た〈Motherʼs〉。絵本画家として知られ
るちひろを、ひとりの女として見つめた
〈1974. chihiro〉。ふたつのシリーズを
同時に見ることで、ふたりの女の個性
や、撮影した石内都との距離感が際立ち
ます。

両シリーズを展示するにあたり、石内
は、母・藤倉都の過去の記録をたどり、
ふたりが生きた時代背景も調べていきま
した。そして、結婚も仕事も女が自分で
選ぶことが困難だった時代に、親の反対
を押し切って車の免許を取得し、バスや

タクシー、トラックなどあらゆる車を運
転してきた、強い意志を持つ女性だった
ことを改めて認識していきました。それ
は母が亡くなってから２０年近く抱えてき
た母をめぐる課題と向き合い、「〈Motherʼs〉
に対する答えを実感する作業でもあっ
た」と、石内は語っています。

「都とちひろ」。生前は接点がなかっ
たふたりの女が、石内都によって発見さ
れ、その目を通して語られます。彼女た
ちの人生は、日本の戦前・戦中・戦後の
時代にリアリティを与え、母、女、仕事
といった、今につながるさまざまな問い
を語りかけてきます。 （上島史子）

〈19７４. chihiro〉
安曇野での展覧会を機にちひろに向き

合った石内は、戦時中に旧満州（中国東
北部）に渡った経験や、手に職を持って
働きながら、年下の夫を支えたその人生
が、母の人生と重なることに気づきま
す。東京館で再びちひろとコラボレート
するにあたり、〈Motherʼs〉とともに、
ちひろの遺品の写真を展示することが、
石内自身から提案されました。

２０19年 1 月、石内は雪の降る安曇野
で、ちひろが身につけた服や小物などを
撮影しました。冬期休館中の安曇野ちひ
ろ美術館の館内で、よい具合に自然光の
さす場所をみつけるとすぐに、石内はカ
メラを手に、冬の陽の光を追いかけなが
ら、身軽に撮影を始めました。若いころ

石内 都（写真家）

1947年、群馬県桐生に生まれ、横須
賀で育つ。1979年〈Apartment〉で
第 4 回木村伊兵衛写真賞受賞。２００５
年、母の遺品を撮影した〈Motherʼs〉
でヴェネツィア・ビエンナーレ日本
館代表作家に選出される。２００８年に
写真集『ひろしま』を発表、被爆者
の遺品の撮影は現在も続く。２０1３年
に紫綬褒章、２０14年にハッセルブラ
ッド国際写真賞を受賞。２０17年に横
浜美術館で大規模な個展「肌理と写
真」を開催。２０1８年には安曇野ちひ
ろ美術館で、「いわさきちひろ生誕
1００年『Life展』ひろしま　石内都」
を開催した。

図 ２ 　石内都《Mother's # ３ 》２０００年
　　　東京都写真美術館蔵
　　　Ⓒ Ishiuchi Miyako

図 ３ 　石内都《Mother's # ５ 》２００１年
　　　群馬県立近代美術館寄託作品
　　　Ⓒ Ishiuchi Miyako

図 ５ 　石内都《１９７４. chihiro # ９ 》２０１９年　Ⓒ Ishiuchi Miyako

図 ６ 　石内都《１９７４. chihiro #１8》２０１９年　Ⓒ Ishiuchi Miyako図 ４ 　石内都《１９７４. chihiro # ２ 》２０１９年　Ⓒ Ishiuchi Miyako
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●活動報告

展覧会にあわせ開催したワー
クショップで、 ８ 月に投稿され
た作品から、谷川俊太郎さんに
より「谷川俊太郎賞」が、トラ
フ建築設計事務所により「トラ
フ賞」が選ばれました。受賞作
品を紹介します。

受賞作品選定のようすは、美
術館ブログでご覧いただけます。
たくさんのご応募をありがとう
ございました。 （入口あゆみ）

谷川俊太郎さんとトラフ建築設計事務所の
鈴野浩一さん

●「谷川さんとコラボレーション」「ちひろさんとコラボレーション」受賞作品発表

●「みんなで詩をつくろう」
（谷川俊太郎さんの詩「ぼうしさん」の最後の一行 
「かぜにとばされないでね　ぼうしさん」に書き足して作詩しました）

〈谷川俊太郎賞〉谷川さんとコラボレーション
●「ことばあそびで自己紹介」

（「こども」「ぼうし」から始まる ３ 行文で自己紹をしました）

〈トラフ賞〉ちひろさんとコラボレーション
●「ぼうしをかこう」

（ちひろの描いた子どもの顔に帽子を描きました）

※ 黄色い部分が開
くようにつくら
れています。

▲
すずきなおたろうさん　 ２ 歳
すずきしんすけさん　３５歳

◀
おかだあきこさん、
としひろさん　４０歳、
あこさん

◀
シャンさん　 ９ 歳

トラフ建築設計事務所の鈴野浩一さん
が、トラフの柔軟な発想やこれまでの仕
事についてお話しくださいました。

「今日は『Inside Out（＝裏返し）』
という、トラフの考え方をお話ししま
す。僕らは建築に限らず、インテリアや
プロダクトなど、建築的な発想を活かし
ながらジャンルを横断して仕事をしてい
ます。そのなかで、既成概念にとらわれ
ないアプローチを大切にしています。

ちひろさんとのコラボレーションで、
『子どものへや』というテーマを与えら
れて注目したのは、作品によく登場する
帽子をかぶった子どもたちです。子ども
にとって帽子というのは、一番身近で最
小の空間、へやのように安心感を与えて

くれるものなのでは？それをヒントに大
きな帽子の形をした子どものへやをつく
りました。実際になかに入ったり、帽子
のつばをテーブルとして使うこともでき
ます。水彩のワークショップでつくった
にじみのオーナメントを吊って、にじみ
の帽子の子どものへやになりました。」

トラフ建築設計事務所の鈴野浩一さん（左）と禿真哉さん
（２０１９年 ９ 月 8 日撮影）

「建築家として、常に実物を縮小した
模型で考えています。自分が 1 ／1０００の

小人になって図面の上を歩き回ると空間
が1０００倍にもなる。そういう空間の伸び
縮みや時間の流れを常に考えています。

建築でもインテリアでも、引き渡した
時がベストだと、あとは劣化するだけで
すが、僕らはエイジングとともに味が出
るような素材を選んだり、人と人とのコ
ミュニケーションも意識してモノづくり
に取り組んでいます。」

その他、犬のための椅子「ワンモック」、
街の風景を変えるベンチ「DO

－
ZO BENCH」、

パラメーターを変えた架空のサッカーコ
ート「WORLD CUP」、東日本大震災の
復興支援でもある「石巻工房」の活動な
ど、人と家具と建築を自在につなぐ多彩
な発想に圧倒されました。 （中平洋子）

展覧会にあわせ、谷川俊太郎さん（詩
人）と谷川賢作さん（作曲家、ピアニス
ト）のコンサートを練馬区立下石神井小
学校の体育館で開催しました。 （武石香）

谷川賢作さん（左）と谷川俊太郎さん

「みんなは、“ひいおじいさん”って
知ってる？」俊太郎さんが子どもたちに
語り掛けます。「私はひいおじいさん
で、ピアノの前にいる人は、私の息子だ
から、おじいさんなんだよ」という俊太
郎さんに「おじいさんに見えないでし
ょ」と賢作さん。親子ならでは軽妙な掛
け合いが織り交ぜられる自由な雰囲気の

なかで、コンサートは始まりました。
ちひろ生誕1００年を機に出版された絵

本『なまえをつけて』（※ 1 ）をスクリーン
に映し、俊太郎さんが朗読をすると、俊
太郎さんの声と賢作さんの即興のビアノ
の音色、ちひろの絵とが一体となって会
場を包みました。

「ちひろさんの子どもたちの顔にこと
ばをつけるのは、すごく楽しかったで
す。子どもたちの表情が、深いところに
あるんだよね。ゲラゲラ笑ったりオイオ
イ泣いたりしている訳ではないのに、ひ
とりひとりの子ども
の気持ちがちゃんと
感じられる。そこが
ちひろさんの絵のす
ごさだと思います。」

朗読の合間に語られる俊太郎さんのこ
とばも心に響きます。

「好きか嫌いかは自由だから、好きで
も嫌いでも、どちらでもいいよね。好き
か嫌いか、上か下かと、ことばってもの
ごとをふたつに分けちゃうんですよね。
実際は全然分かれてないのに、分けられ
ちゃうんですよね」。

朗読と演奏にじっくり耳を傾けたり、
童謡クイズやにぎやかな音遊びに盛り上
ったり、幅広い年齢の参加者がそれぞれ
の好きな部分を楽しんだ9０分間でした。

後日、「コンサートがとても楽しかっ
たから！」と小学生が友だち同士で来館
してくれました。美術や音楽、文学とい
った芸術を身構えずに楽しめるきっかけ
になれたのならうれしいです。（※ ２ ）

● ２０19年 ８ 月 ３ 日（土） トラフによるアーティストトーク

● ２０19年 9 月 ８ 日（日）「ちひろさんの子どもたち」谷川俊太郎×谷川賢作コンサート

※ １ 　『なまえをつけて』（いわさきちひろ絵／谷川俊太郎詩／講談社）
※ ２ 　この事業は、「練馬発！みんなのミュージアム事業」として「文化庁平成３１年度地域と共働した博物館創造活動支援事業」の助成対象です。

「ちひろさんの子どもたち」谷川俊太郎×トラフ建築設計事務所 展示関連イベント

これはだれですか。
どんな人ですか。
もちろん、私です。

（ゆうさん　１２歳）

ぼちぼち　のはらを
うたいながら　あるいてく　それが
しあわせな　わたし

（あめんぼさん　６１歳）

かぜにとばされないでね　ぼうしさん
まってよまってよ　ぼうしさん
私の大好き　ぼうしさん
ぼうしの色は赤　青　黄色
色とりどりな色　色
ぼうしがあると元気だな

（かとう　みいさん　 8 歳）



ひとこと
ふたこと
みこと

８月６日（火）
大好きなちひろさんの美術館に、
やっと来られました。最北の地、稚
内から。今日は広島原爆の日。こ
こでかわいくも切ない子どもたち
を見ていると、もう二度と悲しい
戦争が起こらないように切に願う
ばかり。世界の子どもたちが穏や
かに暮らせますように。 （rara）
８月１５日（木）
２０年以上前の大学生のころに初め
て来たとき、ここはまだ「家」の
雰囲気が残る場所でした。今はす
っかり美術館らしくなりましたが、
くつろげる雰囲気は昔と変わら
ず、ちひろさんの絵そのもの。でも
「しっかり生きていきなさいよ」
と言われているような空気もあり
ます。子どもたちの幸せを願う美
術館として、これからも長く続い

てくださるようお願いします。ま
た時々おじゃまします。この「ち
ひろさんの家」へ。 （衣川信子）
８月２３日（金）
先生になろうと決めたのは小 ３ で

『窓ぎわのトットちゃん』を読んだ
とき。トットちゃんの文とちひろ
さんの絵がまっすぐに私の心に入
ってきました。今、特別な支援を
必要とする子どもたちと、それぞ
れのいいところを見つけ、それが
ほかの人を笑顔にできるなにかに
つながるよう、いっしょにがんば
っています。これからも、今の時
代に生きているトットちゃんを応
援し続けていきます。 （やすこ）
８月３０日（金）
大学の創作ダンス部でソロ作品を
つくるため、題材探しに美術館を
訪れました。子どもたちはむじゃ

きに動きながらも、ものごとをま
っすぐにとらえて、単純なことも
深く考え続けているんだなと絵か
ら感じました。今度の作品では、
帽子を題材に、ちひろさんの絵か
ら感じ取ったことを踊りで表現で
きたらと思っています。 （香織）
９月１５日（日）
色とりどりの鉛筆で無心に絵を描
いたのは何年ぶりだったでしょう
か。心が解放され軽くなり楽しい気
持ちを体感できました。 （M.S）

［ちひろさんの子どもたち展　感想ノートより］

ちひろさんの絵は、そのときどき
でいろんな気持ちがうかんでくる
のがステキ。谷川俊太郎さんの詩
は、宇宙のいろんなすばらしさを
感じられるのがステキ。トラフの
ぼうしは、いろんな使い方がある
のがステキ。
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美術館
日記

７月６日（土）　　のち 
オーストラリアのアトリエにいる
ショーン・タンとつなぐスカイプ
トーク（会場：日本女子大学）。愛用
の画材や描きかけの絵を見せなが
ら自身の制作について語る姿がリ
アルタイムで画面に映し出された。

参加者からは「リラックスした素
のショーンに出会えた気がする」
「制作過程や秘話が聞けてよかっ
た。改めて本を楽しめそう」とい
った感想が聞かれた。美術館へは
ショーンの作品を見るために日々
多くの方が来館している。その人
気を支える作家の飾らない人とな
りを垣間見る貴重な機会となった。

８月８日（木）
４５回目の命日となる「ちひろ忌」。
ちひろが手がけた絵本の読み聞か
せや、人生をつづったドキュメン
タリー映画を上映し、ちひろの思
いを来館者のみなさんと分かち合
う一日に。ちひろの残したことば

「世界中のこども みんなに 平和
としあわせを」を改めて心に思う。
８月１２日（月）　　時々 
１ 月にインドネシアで開催された
「現代の日本とインドネシアの絵
本画家展」の成功を受け、バンド
ン工科大学の教員 ２ 名が、絵本展
と子どもの関係の調査のために来
日。展示鑑賞後、財団の歴史や理
念、活動を紹介。意見交換では、
原画の保存方法など具体的な質問
から今後のヴィジョンまで話が及
んだ。両国の子どもの本を通じて
今後も文化交流を行っていきたい。

９月８日（日）
秋の訪れを知らせるシュウメイギ
クがちひろの庭で咲き始めてい
る。まだ気温の高い日が続いてい
るが、白く可憐な花が揺れる姿に
確かな季節の移ろいを感じる。
９月２８日（土）
トラフの大きな帽子型の「子ども
のへや」のなかを舞台に、コンサ
ート「音とにじむ」を開催。 ５ 名
の演者がそれぞれ複数の楽器を使
い、さらに朗読や歌声が重なる。
ひざに抱かれたあかちゃんもご機
嫌に体を揺らすなど、肩ひじをは
らずに、子どもから大人まで音に身
をゆだねる心地よい時間が流れた。

窓
「『はじめてのはたらくくるま』に戦

車や戦闘機がズラリ」という「新婦人し
んぶん」（ ４ 月１8日付）の一面記事に
は、驚きました。取り上げられていたの
は、講談社ＢＣ編・講談社刊行の写真絵
本。「英語つき」「くわしい解説つき」の
「 ３ ～ ６ 歳向けステップアップ知育ずか
ん」の一冊。ページを開くと、消防車、
救急車、警察車両やショベルカ―等の工
事車両やバス、ゴミ収集車と同等に、陸
海空自衛隊の車両が紹介されています。

「１０式戦車」（解説：日本で開発され
た第 ４ 世代の主力戦車で、現在の最新式
です。砲塔には１２０mm 砲を備えます）。

「地対艦誘導弾発射機搭載車」（解説：
地上から発射する地対艦誘導ミサイルの
発射機を搭載した専用の大型重装輪車両
です）。「F-３５A ステルス戦闘機」（解
説：レーダーで捉えにくいステルス性能
という特徴を持った戦闘機です）。いず
れも、鮮明な写真で紹介されていて、な
かには、「自衛隊員を運ぶための車両」
と解説される高機動車の上に、銃を構え
て狙いを定める隊員の姿がはっきりと写
ったものもあります。

この銃口はいったい何を狙っているの
でしょう？砲弾やミサイルが届いたとこ
ろでどういうことが起きるのか。“戦闘

もの”のテレビ番組に登場する戦車や戦
闘機を見慣れた幼い子どもたちは、ただ
「カッコイイ！」と思うでしょう。

けれど、これらは本物の殺
さつ

戮
りく

のための
車たち。知らない間に子どもたちにしの
び寄ってくる戦争は、看過できません。
当初、この本は子どもたちに喜ばれてい
ると説明していた講談社ＢＣですが、子
どもの本の関係団体を含むさまざまな抗
議に、去る ７ 月重版中止を決定しました。

嫌な臭いもずっと嗅いでいると人間の
嗅覚は次第にマヒします。感覚の麻痺を
狙っているかのような行為に、私たちは
もっと感度を上げねばなりません。

「子どもたちにしのび寄る戦争」
竹迫祐子（公財）いわさきちひろ記念事業団事務局長
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まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原3358-24　テレホンガイド0261-62-0777　TEL.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp
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美術館だより　No.83   発行2015年7月1日

CONTENTS 〈展示紹介〉〈企画展〉はじめてみる、ちひろの世界。いわさきちひろ×佐藤卓＝展／ちひろ美術館コレクション　衣装あれこ
れ涯世界の絵本展…許距鋸
〈活動報告〉２０１６年「夏トットちゃんの広場」オープン・プレイベント…鋸
ちひろを訪ねる旅５８／ひとことふたことみこと／美術館日記…漁

●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
美術館だより

No.83
2015.7.1

ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

https://chihiro.jp/

宇 ちひろ通信_東京_表面東京 CMYK

INFORMATION

〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料（入館料のみ）です。
＊掲載内容は予告なく変更する場合がございます。　TEL.03―3995―0612　　E-mail chihiro@gol.com

ちひろ美術館・東京イベント予定

CONTENTS 〈展示紹介〉石内 都 展　都とちひろ　ふたりの女の物語…❷❸
〈活動報告〉「ちひろさんの子どもたち」谷川俊太郎×トラフ建築設計事務所　展示関連イベント…❹
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「子どもたちにしのび寄る戦争」…❺

美術館だより　No.２０7　２０１９年１０月２０日発行

●あかちゃん／子どものための鑑賞会
○日　時：11月 ４ 日（月・祝）・2020年 1 月13日（月・祝）
　　　　　10：30～（ 0 ～ 2 歳児）／1４：00～（ 3 ～ 6 歳児）
○講　師：冨田めぐみ
　　　　　（NPO法人赤ちゃんからのアートフレンドシップ協会代表）
○定　員：各10組20名
○対　象：乳幼児と保護者　要申し込み　開催日の 1 か月前より受付開始

●出張「子育てのひろば」
○日　時：11月 ８ 日（金）、2020年 1 月1７日（金）10：00～15：00
○対　象：乳幼児と保護者　参加自由
○協　力：特定非営利法人　手をつなご

●わらべうたあそび
○日　時：12月 ７ 日（土）11：00～11：４0
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表・はとさん文庫主宰）
○定　員：15組30名
○対　象： 0 ～ 2 歳までの乳幼児と保護者
　　　　　要申し込み　11月 ７ 日（木）受付開始

●ちひろの水彩技法ワークショップ「にじみのぽち袋づくり」
○日　時：2020年 1 月 2 日（木）、 3 日（金）
　　　　　10：30～15：00（入れ替え制）
○定　員：各日８0名（当日先着順）
○対　象： 5 歳以上
いわさきちひろが得意とした水彩技法の「にじみ」を体験し、ぽち袋
をつくります。（制作所要時間20～30分）

文化庁　平成３１年度地域と共働した博物館創造活動支援事業

●新成人特典
○期　間：2020年 1 月 2 日（水）～ 1 月13日（月・成人の日）
新成人の方は入館無料、記念のカード（非売品）を差し上げます。

●ちひろの誕生日会　感謝デー　１２月１５日（日）
ちひろ101歳の誕生日／入館無料

●松本猛ギャラリートーク
ちひろの息子である松本猛が、作品にまつわるエピソードなどをお話
しします。
○日　時：11月10日（日）15：30～
○講　師：松本猛（ちひろ美術館常任顧問）

〈参加自由、無料のイベント〉

●ギャラリートーク
毎月第 1 ・ 3 土曜日　1４：00～ 毎月第 2 ・ ４ 土曜日　11：00～

●えほんのじかん

●次回展示予定 ２０２０年３月１日（日）～５月１7日（日）
子どものしあわせ　ちひろ・１２年の軌跡（仮題）瀬川康男　坦雲亭日乗―絵と物語の間

あわい

●対談　石内都×上野千鶴子
　「ふたりの女の物語　都とちひろ」

○日　時：11月30日（土）15：00～16：30
○定　員：60名
　　　　要申し込み　10月30日（水）受付開始
○参加費：1000円（別途入館料）

石内都（写真家）と上野千鶴子（社会学者）が、
石内の母親「藤倉都」と「いわさきちひろ」の
生き方を通して、女が働くこと、生きることに
ついて語り合います。

〈展覧会関連イベント〉

上野千鶴子
撮影：菅野勝男

石内都　@Maki Ishii

●『都とちひろ　ふたりの女の物語』
○著　者：石内都
○編　集：ちひろ美術館＋求龍堂
○発行元：株式会社　求龍堂
○ブックデザイン：加藤勝也
○印刷所：株式会社山田写真製版所
○価　格：2500円（税別）
○体　裁：Ｂ 6変型

〈展覧会関連書籍〉

12月2８日（土）～ 1月 1日（水）は年末年始休館です。
1月 2日（木）より開館します。

絵本界の鬼才と呼ばれた画家・瀬川康男。
山里の自然のなかに身を置き、「坦雲亭」
と名付けた家で、友人や愛犬たちとの交
流を深めながら創作に没頭します。本展
では、画家が「坦

たん

雲
うん

亭
てい

日
にち

乗
じょう

」と題した日
記や黒いノートにつづったことばととも
に絵本やタブロー、植物スケッチなど、
19７７年以降の作品を中心に紹介します。

いわさきちひろが1963年から没する
19７４年までの12年間に渡って描き続
けた雑誌「子どものしあわせ」の表
紙絵の仕事は、ちひろの画家として
のさまざまな試みの場となり、創作
意欲を開花させ、多くの代表作を生
み出しました。1963年の作品から絶
筆「あかちゃん」まで、原画とピエ
ゾグラフ、当時の貴重な雑誌や資料
とともに、その軌跡をたどります。瀬川康男　『月にとぶ』２００５年

いわさきちひろ
「スイートピーとフリージアと少女」
１９６３年


